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研究成果の概要（和文）：　本研究は、2012年度から2014年度に北九州市で実施された電気料金型デマンドレス
ポンス実証（ダイナミックプライシング）の経済分析を行った。ピーク時に電気料金を上げることで、どれだけ
電力使用量が削減されたかを測定し、また節電した一般世帯の行動や特性についても調査した。その結果、ダイ
ナミックプライシングによる節電効果（電力削減量）は7％から13％であることが確認された。ただし、電気料
金に応じて節電する世帯は少ないことが確認された。

研究成果の概要（英文）：This research conducts an economic analysis of electricity price demand 
response demonstration (dynamic pricing) conducted in Kitakyushu city from FY2012 to FY2014. We 
measured how much electricity consumption was reduced by raising the electricity charge at the peak,
 and also investigated the behavior and characteristics of households that saved electricity. As a 
result, it was confirmed that the power saving effect by dynamic pricing was 7% to 13%. However, 
there are few households that consume electricity according to the electricity tariff.

研究分野： 環境経済学

キーワード： デマンドレスポンス　ダイナミックプライシング　スマートコミュニティ

  ３版
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１．研究開始当初の背景 
  
2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災
に伴う福島第 1原子力発電所の事故により各
地の原子力発電所が運転を停止し、電力需給
が逼迫する状況が生じた。そのため、省エ
ネ・節電は震災以降、より重要な政策課題と
なった。震災以前の日本のエネルギー政策の
主な目的はエネルギーの効率的な利用、化石
燃料使用の低減によるエネルギーセュリテ
ィや二酸化炭素排出削減であったが、震災後
は電力需給逼迫に直面したことから、電力需
給バランスを意識したエネルギー管理が求
められている。 
 経済産業省は「次世代エネルギー・社会シ
ステム実証事業」の 1 つとして電力需給逼迫
時や系統の不安定時に電気料金を上げる（ダ
イナミックプライシング）ことで、節電や電
力需要の平準化を図るデマンドレスポンス
実証を計画し、2012 年度より実施した（実
証地域は神奈川県横浜市、愛知県豊田市、京
都府けいはんな学研都市、福岡県北九州市の
4 地域）。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、2012 年度から 2014 年度に北九
州市で実施された電気料金型デマンドレス
ポンス実証（ダイナミックプライシング）に
おいて、次の 3 点を明らかにすることが目的
である。 
 
・ダイナミックプライシング導入による節電

効果の有無、その効果の程度の検証 
・ダイナミックプライシング導入による電力

需要者の行動の変化の分析 
・ダイナミックプライシング導入による消費

者の電気に対する支出の変化 
 
３．研究の方法 
 2012年度から2014年度に北九州市で実施
された電気料金型デマンドレスポンス実証
では 30 分単位で電力使用量が計測でき、そ
のデータを無線で集計センターに送信する
スマートメーターが設置されていた。そのた
め、デマンドレスポンス社会実証に参加した
企業、住民の電力使用量が 30 分値で入手さ
れることから大規模なデータベースが構築
される。このデータを用いてデマンドレスポ
ンスによる節電効果を実施した。具体的な分
析手法は計量経済学の主要な分析手法であ
るパネルデータ分析を用いた。パネルデータ
とは複数の経済主体ごとに時間単位のデー
タがある。この分析手法を用いれば、個人属
性、時間的な影響をコントロールして分析が
行え、信頼性のある分析結果を導くことがで
きる。 
 また、30 分単位の電力使用量、時間帯別電
力料金のデータがあるため、デマンドレスポ
ンス導入による電力需要家の電力使用料を

計算することで、デマンドレスポンス参加に
よる電気代の節約がどの程度あるのかが把
握できる。 
 
４．研究成果 
 研究目的で挙げた 3つの研究目的ごとの成
果は以下の通りである。 
 
・ダイナミックプライシング導入による節電

効果の有無、その効果の程度の検証 
 

ダイナミックプライシングによる節電効
果（電力削減量）は 7％から 13％であるこ
とが確認された。 
 

・ダイナミックプライシング導入による電力
需要者の行動の変化の分析 
 
ダイナミックプライシングは夏に 3回と冬
に 2 回実施され、各回とも節電効果が確認
されたが、1 回目の冬、2 回目の夏は、料
金が上がるにつれて、節電効果が大きくは
ならなかった。すなわち、価格が上がれば、
需要量が減るという需要の法則が確認さ
れたかった。そのため、節電行動としては
電気料金に応じて節電する世帯は少ない
ことが確認された。 

 
・ダイナミックプライシング導入による消費

者の電気に対する支出の変化 
 
 1、2、3 回目の夏、2 回目の冬はダイナミ
ックプライシング導入世帯のほうが、未導
入世帯より 1世帯あたりの電気代は安いこ
とが確認された。しかしながら、その差は
夏の方が大きく、冬は小さい。そして 1 回
目の冬のダイナミックプライシング未導
入世帯の電気代の方が安かった。冬のダイ
ナミックプライシングは朝と夕方に発動
されたため、調理や食事をする時間帯と重
なったことで節電効果が小さかったこと
が影響している。 
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